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四條畷市を皮切りに始まった大阪社保協の
自治体キャラバン＝２日、同市役所　　　

大阪社保協

反核のつどい

政策部長

保 団 連
代議員会

自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
始
ま
る

脱
原
発
ア
ピ
ー
ル
を
採
択

医
師
ら
１
５
９
人
が
参
加

大
阪
歯
科
か
ら
３
人
が
発
言

国
保
や
医
療
の
改
善
求
め
る

橋
下
市
政「
改
革
」や
歯
科
提
言
で

　

協
会
が
常
任
幹
事
を
務
め

る
大
阪
社
会
保
障
推
進
協
議

会
が
毎
年
、
社
会
保
障
の
拡

充
を
求
め
て
府
下
の
全
市
町

村
と
懇
談
す
る
自
治
体
キ
ャ

ラ
バ
ン
行
動
が
２
日
、
四
條

畷
市
を
皮
切
り
に
ス
タ
ー
ト

し
た
。

　

今
年
の
要
望
項
目
は
、
国

保
、
介
護
、
健
診
、
生
活
保

護
、
子
育
て
の
５
分
野
27
項

目
。
国
保
や
介
護
で
は
、
一

般
会
計
か
ら
の
独
自
繰
り
入

れ
で
保
険
料
を
引
き
下
げ
る

こ
と
や
、
子
育
て
分
野
で
は

　

基
本
的
事
項
は
、
①
基
本

的
方
針
②
目
標
、
計
画
③
都

道
府
県
及
び
市
町
村
の
策
定

④
調
査
及
び
研
究
⑤
そ
の
他

の
重
要
事
項
―
―
の
５
章
立

て
。
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と

の
口
腔
保
健
の
目
標
・
計
画

の
策
定
や
、
５
年
を
目
途
に

中
間
報
告
、
10
年
後
に
最
終

評
価
を
実
施
し
、
そ
の
後
の

施
策
に
反
映
さ
せ
る
。

　

協
会
は
、
基
本
的
事
項
の

策
定
に
賛
成
の
立
場
で
意
見

を
提
出
。
歯
科
口
腔
保
健
の

推
進
施
策
を
確
実
に
進
め
る

た
め
に
国
の
責
務
で
予
算
措

置
す
る
こ
と
や
、
全
国
民
が

毎
年
、
歯
科
検
診
を
受
け
ら

　

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会

の
２
０
１
２
年
～
13
年
度
第

１
回
代
議
員
会
が
６
月
24

日
、
東
京
都
内
で
開
か
れ

た
。
議
事
①
「
代
議
員
会
議

長
・
副
議
長
の
選
出
」
の
承

認
の
ほ
か
、
②
「
12
～
13
年

度
第
１
回
保
団
連
代
議
員
会

へ
の
会
務
報
告
」、
③
「
11

年
度
決
算
報
告
及
び
監
査
報

告
」、
⑤
「
休
保
制
度
の
認

可
に
向
け
た
対
応
に
つ
い

て
」
を
採
択
し
た
。
④
「
歯

科
医
療
改
革
提
言
」（
中
間

報
告
）、
⑥
「
役
員
選
出
に

か
か
わ
る
細
則
の
一
部
改
正

第
１
次
案
に
つ
い
て
」
を
報

告
承
認
、
⑦
「
消
費
税
増
税

・
社
会
保
障
削
減
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ

参
加
を
許
さ
ず
国
民
の
暮
ら

し
と
健
康
を
守
る
政
治
を
求

め
る
決
議
」
と
「
国
民
の
い

の
ち
と
安
全
を
脅
か
す
大
飯

原
発
の
再
稼
働
決
定
に
抗
議

し
、
撤
回
を
求
め
る
」
の
２

本
の
決
議
を
承
認
し
た
。

　

代
議
員
会
で
は
、
大
阪
歯

科
協
会
の
代
議
員
３
人
が
、

「
大
阪
市
を
破
壊
し
市
民
総

不
健
康
化
を
も
た
ら
す
大
阪

『
橋
下
』
市
政
改
革
に
ス
ト

ッ
プ
を
」「
３
年
目
を
迎
え

た
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を

大
阪
連
絡
会
の
活
動
」（
小

澤
力
代
議
員
）、「『
歯
科
医

療
改
革
提
言
』
を
保
団
連
と

し
て
発
信
し
よ
う
」（
伊
津

進
弘
代
議
員
）、「
全
協
会
が

共
同
し
休
保
制
度
の
募
集
再

開
を
迎
え
よ
う
」（
冨
本
昌

之
代
議
員
）
で
発
言
し
た
。

　

大
阪
歯
科
協
会
か
ら
の
４

本
の
発
言
に
つ
い
て
執
行
部

　

「
第
23
回
核
戦
争
に
反
対

し
、
核
兵
器
の
廃
絶
を
求
め

る
医
師
・
医
学
者
の
つ
ど

い
」
が
６
月
10
日
、
東
京
都

内
で
開
か
れ
た
。
主
催
は
同

実
行
委
員
会
と
核
戦
争
に
反

対
す
る
医
師
の
会
。
医
師
、

歯
科
医
師
ら
１
５
９
人
が
参

加
し
た
。

　

被
爆
者
２
千
人
を
診
察
し

て
き
た
郷
地
秀
夫
氏
が
講
演

し
、
福
島
原
発
事
故
に
つ
い

て
、
放
射
線
粒
子
を
体
内
に

取
り
込
み
、
臓
器
が
局
所
的

に
被
ば
く
す
る
こ
と
が
問
題

だ
と
指
摘
。
全
力
で
見
守
る

必
要
が
あ
る
と
よ
び
か
け

た
。

　

４
月
末
に
ウ
ィ
ー
ン
で
開

か
れ
た
核
不
拡
散
条
約
再
検

討
会
議
準
備
委
員
会
の
内
容

を
報
告
し
た
原
水
爆
禁
止
日

本
協
議
会
代
表
理
事
の
高
草

木
博
氏
は
、
核
兵
器
の
非
人

道
性
に
焦
点
を
あ
て
た
16
カ

国
に
よ
る
共
同
声
明
が
提
案

さ
れ
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
も

参
加
し
て
い
た
こ
と
は
画
期

的
だ
と
話
し
た
。

　

つ
ど
い
で
は
ア
ピ
ー
ル

「
核
兵
器
も
原
発
も
な
い
社

会
を
、子
ど
も
た
ち
へ
」を
採

択
し
、
核
兵
器
の
廃
絶
を
求

め
る
と
同
時
に
、
国
内
50
基

の
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働

を
許
さ
ず
、
原
子
力
に
依
存

し
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
へ

の
転
換
を
つ
よ
く
求
め
る
こ

と
を
確
認
し
た
。

か
ら
は
、「
生
活
保
護
登
録

医
制
度
が
登
録
か
ら
確
認
に

修
正
が
加
え
ら
れ
、
大
阪
医

科
、
歯
科
協
会
奮
闘
に
よ
り

橋
下
市
政
も
計
画
通
り
に
い

っ
て
い
な
い
」、「
保
険
で
よ

い
歯
科
運
動
に
つ
い
て
は
自

治
体
意
見
書
採
択
の
全
国
過

半
数
を
目
標
に
す
え
る
中

で
、
目
標
に
対
し
、
大
阪
歯

科
の
残
り
５
議
会
、
兵
庫
の

過
半
数
超
え
は
心
強
い
」
と

の
答
弁
が
あ
っ
た
。
発
言
通

告
は
全
国
の
協
会
・
医
会
か

ら
１
１
２
、
当
日
の
出
席
代

議
員
は
１
０
９
人
だ
っ
た
。

れ
る
よ
う
制
度
化
す
る
こ
と

を
求
め
て
い
る
。

　

案
の
な
か
で
、
診
療
報
酬

明
細
書
を
「
施
策
の
評
価
に

十
分
活
用
す
る
」
と
記
載
し

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
個

人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら

「
医
療
機
関
及
び
患
者
本
人

の
同
意
な
く
、
目
的
外
利
用

す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
」

と
指
摘
。
ま
た
、
各
保
健
所

・
保
健
セ
ン
タ
ー
に
常
勤
の

歯
科
医
師
や
歯
科
衛
生
士
を

配
置
す
る
こ
と
を
求
め
て
い

る
。

　

口
腔
保
健
条
例
の
制
定
目

標
が
36
都
道
府
県
と
な
っ
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
全

都
道
府
県
で
の
制
定
を
目
標

と
す
る
よ
う
求
め
た
。
大
阪

府
は
、「
保
険
で
よ
い
歯
科

医
療
を
大
阪
連
絡
会
」
と
の

懇
談
の
な
か
で
、
当
面
、
条

例
を
制
定
す
る
考
え
が
な
い

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。

　

歯
科
口
腔
保
健
法
に
基
づ
き
、
厚
労
省
が
「
歯
科
口
腔

保
健
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
事
項
（
案
）」
を
公
示
し

た
こ
と
を
受
け
、
協
会
は
６
月
10
日
、「
基
本
的
事
項
を

策
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
歯
科
口
腔
保
健
を
推
進
す
る

こ
と
に
賛
成
で
あ
る
」
な
ど
と
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
同
省
に
提
出
し
た
。

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
の

対
象
年
齢
や
ワ
ク
チ
ン
助
成

の
拡
大
、
健
診
で
は
内
容
の

充
実
な
ど
を
求
め
た
。

　

四
條
畷
市
の
会
場
に
は
、

20
人
を
超
え
る
市
民
が
参
加

し
た
。
同
市
で
は
、
滞
納
保

険
料
の
強
引
な
取
り
立
て
な

ど
、
ひ
ど
す
ぎ
る
国
保
行
政

を
改
善
せ
よ
と
、
社
保
協
が

今
年
４
月
に
国
保
交
渉
を
実

施
。
国
保
で
は
、
減
免
制
度

の
通
知
や
窓
口
対
応
な
ど
で

改
善
が
見
ら
れ
た
。

　

一
方
、
生
活
保
護
で
は
、

申
請
拒
否
と
も
取
れ
る
よ
う

な
窓
口
で
の
厳
し
い
対
応
が

問
題
と
な
っ
た
。
持
ち
込
ま

れ
た
事
例
に
対
し
、
当
局
は

直
ち
に
調
査
し
て
対
応
す
る

と
し
た
。

　

ま
た
、
２
日
午
後
の
大
東

市
で
は
、
国
保
に
つ
い
て
、

「
保
険
料
で
互
い
に
支
え
合

う
仕
組
み
」
と
し
て
強
引
な

収
納
対
策
を
正
当
化
し
よ
う

と
し
た
が
、
参
加
者
か
ら

「
保
険
料
は
国
保
財
政
の
４

分
の
１
程
度
。
保
険
料
で
支

え
合
う
仕
組
み
で
は
な
い
」

と
指
摘
、
保
険
料
の
差
し
押

さ
え
に
よ
る
強
引
な
取
り
立

て
に
つ
い
て
、
当
局
の
在
り

方
を
資
し
た
。

　

社
保
協
キ
ャ
ラ
バ
ン
に
参

加
を
希
望
す
る
会
員
は
、
協

会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

歯科口腔保健法

基本事項策定で意見提出
検診制度化や常勤歯科医の配置求める
協会意見のポイント

▽�基本的事項を策定すること
に賛成
▽�国の責務で口腔保健推進施
策の予算措置をすること
▽�毎年歯科検診を受けられる
よう制度化
▽�診療報酬明細書の目的外利
用の禁止
▽�全都道府県での口腔保健条
例の制定を目標とすること
▽�各保健所での常勤の歯科専
門職の配置

大
飯
再
稼
働
反
対
で
談
話

「
安
全
な
原
発
は
な
い
」

　

野
田
首
相
が
関
西
電
力
大

飯
原
発
の
再
稼
働
を
決
定
し

た
こ
と
を
受
け
、
戸
井
逸
美

政
策
部
長
は
６
月
29
日
、
大

飯
原
発
再
稼
働
決
定
に
反
対

す
る
談
話
を
発
表
し
た
。

　

再
稼
働
の
決
定
に
つ
い

て
、「
国
民
の
命
と
安
全
を

危
険
に
さ
ら
す
も
の
で
断
じ

て
許
す
こ
と
は
で
き
な
い
」

と
批
判
し
た
。
周
辺
住
民
の

避
難
計
画
や
フ
ィ
ル
タ
ー
付

き
ベ
ン
ト
、
防
潮
堤
の
か
さ

上
げ
な
ど
の
安
全
対
策
が
先

送
り
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
、
た
と
え
「
最
大
限

の
措
置
を
取
っ
た
と
し
て

も
、
絶
対
に
安
全
な
原
発
な

ど
あ
り
得
な
い
」
と
強
調
。

再
稼
働
は
「
無
責
任
な
『
安

全
神
話
』
の
復
活
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
」
と
述
べ
た
。

　

さ
ら
に
「
国
民
の
命
を
危

険
に
さ
ら
す
原
発
と
『
電
力

不
足
』
を
天
秤
に
か
け
る
こ

と
が
間
違
い
」
と
し
、
経
済

界
や
企
業
へ
の
本
格
的
な
節

電
要
請
を
求
め
た
。
そ
の
上

で
、
再
稼
働
の
撤
回
と
「
原

発
ゼ
ロ
」
へ
の
政
治
決
断
を

求
め
る
と
共
に
、
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
本
格
的
導
入
と
省

エ
ネ
社
会
の
推
進
を
訴
え

た
。


